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最初は好評だった
緑色の在庫照会画面
　「倉庫に電話をして在庫確認」が当た
り前だった当社が、RPG で在庫照会の
システムを構築したのは 2004 年のこと
だった。倉庫担当者が不在の時など、営
業マンへの情報の遅延イコールお客様へ
の回答の遅延となるため、キーボードを
叩けば在庫状況が見えるという、ある意
味普通のことが、当時としては画期的な
ことに思えた。【図 1】

噴出する社内の不満を
解消するためには
　AS/400 での在庫照会が浸透すると、
次の課題は在庫数の正確性、更新の迅速
性、端末操作性の改良・改善であった。
いくらパソコンで在庫照会ができるよう
になっても、画面に写し出される数字が
正確でなければ意味がないし、加算・減
算のタイムリーさも重要である。また、
5250 画面の操作性においても AS/400

に不慣れな社員からは不満の声があがっ
た。

5250画面との決別、
Delphi/400を採用
　在庫照会に関連する全ての入力を
5250 画面で行っていた当時は、手書き
やExcelで作成した伝票をオペレーター
がまとめて入力するという方式をとって
いたため、タイムリー性に欠けることは
否めず、かと言って営業マンに慣れない
5250 画面での入力を強いたところで、
いたずらに時間ばかりかかるだろうこと
が容易に想像された。【図 2】
　既存の RPG で開発されたアプリケー
ションを活かしつつ、若い世代の社員に
も違和感なく受け入れてもらえる、そん
な都合のいいツールはないだろうか。　
このような模索を始めてしばらくした
頃、一見相反すると思われるこの 2 つの
条件を満たしてくれる Delphi/400 に出
合うことができた。

受注入力・在庫照会画面
を同時にGUI化
　初めての GUI 化にあたっては、RPG
の開発は自社で、Delphi/400 の開発は
ミガロ. でという分担で、開発日数を圧
縮することを最優先事項とし、受注入力・
在庫照会に関連する全てのプログラムを
約 3 カ月で完成させた。でき上がった画
面は 24 × 80 の呪縛から解放され、操
作性において格段の進歩を遂げることと
なった。その後も社内からの要求はとど
まることがなく、開発者を 1 名増員し、
受注入力・在庫照会画面にも幾度となく
手を加えていった。【図 3】

たった１つの照会プログ
ラムが起爆剤となる
　在庫照会の GUI 化はさらなる要求に
拍車をかけることとなり、照会系プログ
ラム開発の量産へとつながっていった。

【図 4】現在では、1 カ月数本のペースで
プログラム開発を行うまでになってい
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る。

Delphi/400の開発を
通して学んだこと
　たとえ不十分であっても、まず形にし
て見せること。面倒ではあるが、そうす
ることによってさまざまな要求が生ま
れ、アプリケーションも進化していく。
社内システムにおいて、この手法はとて
も効果的だということを体感でき、将来
の展望も開けてきた。今後は既存の
RPG 資産を活かしつつ、DB2/SQL を
メイン言語とし、Delphi/400 で 100％
GUI 化を目指して開発に取り組んでい
きたい。【図 5】
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図1　5250在庫照会

図2-1　5250受注入力

図2-2
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図3-1　Delphi在庫照会

図3-2　Delphi受注入力

図4-1　Delphi売掛照会
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図4-2　Delphi 売上照会

図4-3　Delphi取引先照会

図5　在庫照会 VisualExplain


